
 

 

 

 

第４期ＳＳＨ基礎枠・重点枠に採択 

本校は今年度より、第４期ＳＳＨ研究指定校（基礎枠）及び、ＳＳＨ科学技術人材育成重点枠研究指定（重点

枠）に採択されました。ともに指定期間は５年間です。本校で培った 16 年間のＳＳＨ事業の成果を活かしつつ、

新たな活動も取り入れながら、今後５年間、理数教育を始め、様々な教育活動の研究開発を進めます。基礎枠の

研究開発課題は「探究的学びの深化により学際的課題を解決できるシェアド・リーダーシップをもつ人材育成」

です。そのために、実践的な４つの力（「多様な視点で見る力」、「課題設定する力」、「深く洞察し解決する力」、

「協働で参画する力」）の育成を目指します。重点枠では、これまでの「瀬戸内の高校生サミットの成果の汎用性

ある展開へ普及」をさらに発展させます。 

基礎枠の取組み 
本号では４期基礎枠の目標をこれまでの取組みと併せて説明します。 

① ３期 16年及び４期の成果の発信・周知 

これまで行ってきた取組や新たな５年間のＳＳＨ事業における取組の成果を普及・発信します。尼小田版探究

活動マニュアルの作成、探究活動やその評価の方法についての研修会の企画・実施等を予定しています。 

② 探究活動の質の向上と新学習指導要領における探究科目の実践的モデル化 

ＳＲ科、国際探求学科、普通科の全学科において、３年間を通じて探究活動の時間を設けます。また、大学や

研究機関等と連携して、自然科学領域や学際領域に関する実習や講義等を行う「リサーチサポート」を実施しま

す。この中で、繋がる知識や技術を学び、学んだことや自身の探究活動について学科・学年を越えて話しあうこ

とで、探究の質の向上を目指します。 

 

探究Ⅰ 

ＳＲ科１年生では探究 

活動の基礎を学びます。

この写真は葉に含まれる

成分分析の様子です。 

 

数学特別講義 

大阪府立大学の会沢教

授をお招きし、特別講義

「新しい数学が生まれる

日」をして頂きました。 

 

探究Ⅱ 

２年生で課題設定、実

験・調査、発表の一連の活

動を行います。写真はＳ

Ｒ科の発表（生徒研究発

表会）の様子です。 
 

人と自然の博物館実習 

人と自然の博物館に実

習に行きました。写真は

アンモナイトの化石を観

察しているところです。 

 

探究Ⅲ 

ＳＲ科３年生では、２

年生の課題研究を英語で

まとめて発表します。 

 

電子顕微鏡を用いた観察 

電子顕微鏡を１か月間

（株）日立ハイテクノロ

ジーズよりお借りしまし

た。写真はクモの糸です。 

③ 各教科での探究活動を取り入れた授業改善と教科横断型の STEAM教育  

 本校では、教員で構成される「学力向上委員会」や「小田高の学びを考える会」を設けており、日々の授業改

善に組織的に取り組んでいます。学力向上委員会が中心となり、各教科の授業における探究活動の例を「教科の

授業における探究活動事例集」としてまとめ、発信します。また、「小田高の学びを考える会」で開発検討した授

業改善や教育手法についての教員研修会を開き、全教員の授業改善を推進します。 

④ 大学や行政機関等との連携による地域課題の解決に向けた貢献や参画 

 本校は課題研究や探究活動を通して、大学

や行政機関等と連携し、尼崎の地域課題に取

り組んできました。４期目では、この活動を

継続・推進し、社会貢献や地域課題解決への

取り組みを通して、持続可能社会の構築に繋

がる実践的な４つの力を育成します。 

 

⑤ 汎用性ある評価方法の確立と探究活動が学力向上に結びつくことの科学的立証 

本校は京都大学大学院教育学研究科と連携して、探究 

活動の評価基準(ルーブリック：右図)の作成やポートフォ 

リオを活用し、課題研究の評価を学期毎に行っています。 

ルーブリックを用いることで、探究活動の評価基準を明確 

化するだけでなく、生徒自身が探究活動で目指すべき方向 

性を知ることができます。また、ポートフォリオによって 

自身の探究活動を振り返ることができます。 

 

⑥ 国際機関との連携や留学生の参加等による多様な視点を持った英語の議論 

サイエンスリサーチ科では探究Ⅲの英語による発表だけでなく、国際探求学科との連携による留学生交流会も

行っています。また、本校の ALT の先生方は理系なので質問しやすい環境が整っています。４期目では、関西

圏の大学に在籍する留学生をＳＳＨ行事に積極的に招き、交流や議論の場を設ける予定です。また、オンライン

を用いた海外研修も行いたいと考えています。 

⑦ オンライン等のＩＣＴの積極的活用による新しい探究活動の実施と検証 

 大学研修や他校とのディスカッ

ションをオンラインで実施し、一定

の効果を確認できました。４期目で

はオンライン利用も含め、ＩＣＴを

活用することで遠隔地との連携を

推進します。 

 

 

令和３年度日本水産学会春季大会（高校生による研究発表） 受賞 

「緑色のマイクロプラスチックの謎を解く」 最優秀賞 

「兵庫県南東部産セトウチサンショウウオ Hynobius setouchi のミトコンドリア DNA解析」優秀賞 

スマスイ自然環境保全助成企画展「春はワレワレ、ワレカラの季節だ」展 

本校科学研究部生物班の取り組みが紹介されています。 

 

大阪湾水質一斉調査 

課題研究班が大阪湾水質

一斉調査に参加し、尼崎運河

の水質調査に貢献しました。 

 

オンライン発表 

 本校で行われた高校生サ

ミットでは、オンライン発表

及び、ディスカッションが行

われました。この取組みを発

展させていきます。 
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令和３年度　高校生の課題研究を評価するためのルーブリック

問い
（製作型の探究では「問いや仮説」を
「作りたいもの」と置き換える）

方法 結果 考察

問いと仮説の設定 調査計画の立案 データの処理や解釈 説明の構成

基準

深めてきた問いや仮説について、そ
の学問的・社会的価値を調べた上で
その意義を説明している

調査計画が研究を深めるものであり、
かつデータの信頼性を考慮している

調査結果を合理的にまとめ、解釈した
上で緻密に分析できる

考察が論理的で問いや仮説が適切
に検証されており、より広い分野の研
究と比較した上で、新たな問いを生み
出す内容である

徴候

・深めてきた問いや仮説について、社
会や学問においてどのような位置づ
けにあるか、参考文献等を調べた上で
当該分野の話題を取り上げている。
・数多くの実験をした上で、それを踏ま
えた仮説を立てている。

・実験の信頼性や精度、誤差の評価
を考慮して複数試行することやより精
度の高い検証の方法などを考えてい
る。
・実施の都度、自分で振り返りをし、目
的に応じて、計画を修正する。
・先行研究、先行事例や既存の理論
を参考にしつつ、調査方法の妥当性
を評価しつつ、選択できる。

・統計処理や数学的な思考をすること
で証拠として使える形へ変換する。
・実験と理論式を結びつけている。
・実験の可否や可能性を探るなかで、
データの検証や有効性の確認ができ
る。
・必要に応じて、考察に必要な実験条
件を提示している。

・得られたデータと先行研究や先行事
例とを比較・関連づけて、考察で不十
分な点や今後研究が必要な点を明ら
かにしている。
・進めてきた研究が、先行研究、先行
事例や既存の理論の中でどう位置づ
けられるか、述べている。
・事象のモデル化を意識することがで
きている。

・幅広い範囲の先行研究や先行事
例を調べ、理解して、自分たちの
研究の意義を説明する。
・オリジナルな研究を行うための
要件を考える。

・データの信頼性を検討する。
・全体の論旨の流れに無理がない
か考え、必要な実験内容をディス
カッションする。

・統計処理を行い、信頼性を確か
める。
・理論式などの科学的モデルと結
びつける。

・今回の研究を先行研究、先行事
例や既存の理論と比較する。

基準

調べたものを吟味して、問いや仮説を
設定し、深められる

研究を深める調査計画を立てられる 調査結果を合理的にまとめ、解釈でき
る

考察が論理的で、問いや仮説が適切
に検証されており、今後の課題と結び
ついている

徴候

・問いをかみ砕き、先行研究や先行事
例と照らし合わせて、研究で明らかに
する範囲を明確化している。
・複数の実験をした上で、それを踏ま
えた仮説を立てている。
・明らかにしたい事象や目的を持った
上で、問いや仮説を立てている。

・問いの段階で設定した仮説につい
て、その成否を検証する上で必要な
調査の方法を考えている。
・調査全体の枠組みと個々の実験と
連関を考えて計画している。
・より適切な形へと、思考実験や個々
の実験の後に修正する。
・より適切な実験条件の下で、実験を
行っている。
・実験の再現性を考慮できている。

・データの提示と解釈が正確に行わ
れている。
・状況に応じて定量的な解釈と定性
的な解釈を結びつけて検証している。
・既に得られている各種データと、自
らの予想に整合性があることを確認し
ている。

・考察で不十分な点や今後研究が必
要な点を明らかにしている。
・得られたデータと先行研究や先行事
例とを比較・関連づけている。
・適切な主張・証拠が含まれ、それら
が筋の通った(一貫した)論理で構成さ
れている。
・考察から新たな問題を解決するため
の気づきがなされている。

段階 基準
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